令和8年7月8日
乳業工場見学者向け生乳風味変化への理解醸成コンテンツ検討委員会 委員 各位
（ならびに関連施設代表者 殿）
公益財団法人日本乳業技術協会
「牛乳の風味変化対策支援事業」における
風味変化説明等「優良事例」の調査協力について（依頼）
拝啓
　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は本事業の推進に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当検討委員会におきましては、乳業工場見学者を対象に、牛乳の風味変化への理解を促すコンテンツ（動画、パネル等）の作成を進めております。これは、消費者の皆様に牛乳本来の風味特性を分かりやすく伝えることで、牛乳・乳製品に対する信頼と正しい理解を醸成することを目的としております。
　本年度の実施計画におきましては、まず第一段階として、乳業各社がすでに工場等で取り組まれている牛乳の風味変化等についての分かりやすい説明などの「優良事例」の調査を実施する予定です。
　つきましては、下記のとおり委員各位の関連施設において、調査先としての立候補・ご推薦へのご協力を賜りたく、お願い申し上げます。
　ご多忙の折、大変恐縮ではございますが、本事業の重要性をご理解いただき、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
敬具
記
1. 調査の目的
牛乳の風味変化特性（季節変化、個体差、えさ、殺菌方法等による変化）を分かりやすく説明している優良事例、または官能評価による風味維持等の優れた取り組み事例について調査を行い、今年度作成する理解醸成コンテンツ（動画・パネル等の原案）の素材および構成の参考とすること。
2. 調査対象施設
乳業メーカーの関連施設（乳業工場、PR施設等）で、見学者等に対して上記「風味変化等」に関する説明や啓発、を実践している施設。
3. 調査方法
事務局を含む2名程度で対象施設を訪問し、現地見学ならびに説明担当者様等へのヒアリングを行います。調査に係る事後調整は、事務局に一任いただくものとします。
4. 調査実施時期
令和8年7月 ～ 11月（各施設の受入可能日程に応じて、個別に調整させていただきます。）
5. 推薦・立候補の期限
令和8年8月7日（金） 必着
6. ご提出方法
株式会社明治様、森永乳業株式会社様及び雪印メグミルク株式会社様におかれては関連会社様を含めて取りまとめていただき、別紙の「優良事例調査 推薦・立候補シート」に必要事項をご記入の上、下記事務局宛てに電子メールまたはFAXにてご送付ください。また、その他委員様におかれては会員様等の関係者に以下のQRアンケートにご対応いただくよう周知の程、お願いいたします。
7.  アンケート
以下のアンケートへのご協力をお願いします。
[image: ]https://forms.gle/XSUzHKtt5nn2CCg89
8.  事務局（ご提出・お問合せ窓口）
公益財団法人 日本乳業技術協会　事業部 （担当：太田）
[住所] 〒102-0073 東京都千代田区九段北1-14-19 乳業会館1階
[TEL] 03-3264-1921   [FAX] 03-3264-1569
[E-mail]  flavor@jdta.or.jp
以上


（別紙）
優良事例調査 推薦・立候補シート
本シートにご記入の上、令和8年8月7日（金）までに事務局（太田）までご提出ください。
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